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はじめに
アジア各国は急速な工業化と撥済成長を達成してきた。しかし、アジア諸
国・地域の国土の中で、面としての産業集積（「集中」から生じる効果の及
ぶ地域）から取り残された地域（地方）は依然として多い。工業は本質的に
「土地を必要としない」産業活動であるから、集積クラスター（agglomera－
tedclusters）形成のような大規模工業化が広大な国土に波及することはあり
得ない、と考えられる。世界銀行は政策研究レポートの中で、集積クラス
ターの有無によって両極端の世界（dividedworld）が形成される可能性があ
る、と論じている骨。クラスター型工業化りン以外の産業活動による地域発
展の方途を兄いだす必要に迫られているのは、日本も他のアジア諸国も同様
である。それによって国内地域格差を社会的に容認できる程度に維持する必
要があろう。
マレーシアにとって、乗マレーシア（サバ州、サラワク州、および連邦直
轄領ラブアン）の開発は、半島部東海岸の開発とあわせて「地域間格差是正」
政策の大きな柱である。これまでマレーシアは国家全体としての経済成長・
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経済開発を進めてきた。国家全体が途上国であった時代にはそれほど大きな
課題にはならなかった地域間格差であるが（まったく問題にならなかったと
いうわけではない）、80年以降の工業化進展が半島部西側を中心に波及して
いったことから、半島部東側、および東マレーシアの後発性が浮き彫りに
なってきた面もある。日本もマレーシアの今後の開発課題（日本から見れば
経済協力の主眼）の1つとして、地域間格差是正、国土の均衡ある発展を挙
げている。地域間格差の是正という目標に対する政策の1つとして工業開発
があるが、上記のように、これは簡単ではない。
新井（2003）、新井（2005）で各論的に述べたように、サラワク州の石油
・天然ガス産業においては、精製や加工を海外に依存しながらも地域内での
付加価値工程も出現しつつある。また、鉱物性天然資源以外の、森林資源（木
材資源、および生物資源）や農産物の加工工程も形成されつつある。中核と
なる少数の企業群と広範な裾野産業によって新たに形成される大規模工業化
とは異なった、広い意味での資源（農林水産資源および鉱物資源）と関わる
産業の発展が見られると言えようく4）。
本稿では、このような資源ペースの工業化とそれに伴う「非工業部門の変
化」が特に雇用機会の創出や所得上昇にいかに結合しているか、を検討して
みたい。工業部門の雇用機会の創出は地域開発政策の重要な手段の一つだか
らである。まず、マレーシアにおけるサバ・サラワク両州の経済的位置、お
よびその背景にある半島部マレーシアとの歴史的・地理的差異を確認しつつ、
その後進性と開発課題を明らかにする。次に、東マレーシアの開発課題の一
つとしての産業開発の展開、および現代産業開発の諸相を概観し、その上で、
1990年代の「雇用と所得創出の観点からの工業化の成果」を論じることにす
る。
ー120－
I　周辺的地位にある東マレーシア
（1）独立以前の東マレーシア
京マレーシア（EastMalaysia）とは、マレー半島部とともにマレーシア
連邦（MalaysiaまたはFederationofMalaysia）を形成する、ボルネオ
（Borneo）島北東部のサバ（Sabah）州と北西部のサラワク（Sarawak）州、
および連邦直轄領ラブアン（Labuan）を合わせた地域の呼称である。マレー
半島部は半島部マレpシア（PeninsulaMalaysia）または西マレーシア（West
Malaysia）と称される。半島部とボルネオ島は地理的に相当隔離した地域で
ある。また、民族構成も異なる。このことが同一国家でありながら社会経済
の特徴を共通に把握することを困難にしている（図1）。
また、ボルネオ二川は半島部と開発の歴史も異なるため、政治にも独自性
を有する。第二次大戦前までは、サバ州は北ボルネオ（北ボルネオ会社、北
ボルネオ特許会社）、サラワク州はサラワク王国であり、半島部の英領マラヤ
と直接的な政治関係を持っていなかった。北ボルネオおよびラブアンは英国
植民地経営の支配下にあった。北ボルネオはその後、第二次世界大戦期に日
本の支配下におかれたが、1946年に再び英国植民地となる。サラワクは19世
紀中期、形式上はブルネイ王（サルタン）の領有地であり、ここに英国人
ジェームス＝ブルックが領主（事実上は王＝R毎a）として君臨した。ボルネ
オの北東部と西部が英軍の支配下におかれたのに対し、南東部はオランダの
支配下におかれていた（今日のインドネシア舘カリマンタン）。ボルネオ島
北部は、局地的な交易拠点を有していたものの、英国の世界貿易の要衝とは
なっていなかったr5－。
一方、半島部マレーシア西側は、英国海峡植民地L6ンとしてインド洋と南シ
ナ海・インドネシア方面を結ぶ世界貿易の要衝であり、マレー半島からのゴ
ムや錫の積出港でもあった。当然、港湾等のインフラも整備された。今日の
シンガポールやペナンの発展の基盤はここにある。
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1957年に独立したマラヤ連邦には、このサバ・サラワク地域および海峡植
民地から自治領となっていたシンガポールは含まれていなかった。1963年に
両地域とシンガポールがマラヤ連邦に加わりマレーシア連邦が発足している
（その後シンガポールは1965年に分離独立）。
このような初期条件の差異が半島部と東マレーシアの格差形成に大きな影
響を及ぼしている。
（2）マレーシアの地域開発と産業開発
植民地時代に半島部マレーシアは、英国にとってゴムと錫の大供給地で
あった。それに対して食料（食糧ト農業開発は遅れていたといえる。比較
的早い時期に農地開発の進んだイラワジ、チャオプラヤ、メコン・デルタ等
と比べると対照的である。
平野の少ないジャングル地帯を国土にもつマレーシアにとって、未開発の
土地をいかに生産可能な土地に転換していくか、が経済発展の鍵であっ
た。独立後のマレーシアにとって大きな開発課題は、長年にわたり土地開
発であった。この役割を担ったのは連邦土地開発公社（FederalLand
DevelopmentAuthority＝FELDA）であった。今日の半島部マレーシアでは、
生産可能地の外延的拡大はほぼ限界に達していること、環境問題への関心が
たかまっていることから大規模な熱帯雨林の開発は行われていない。しかし、
熱帯林から換わったパーム・オイルのプランテーションを国土の広範囲に見
ることができる。ゴムや熱帯果実のプランテーションも同様である。また、
総合農業開発計画によって希少な平野部を中心に稲作地帯の開発も試行され
ている。穀物自給もマレーシアの大きな課題である。ケダ州ムダ地域の大規
模な稲作農業の開発計画がこの例であるが、ここには、穀物生産増大と後発
地域の開発という2つの側面を見ることができる。
工業部門は植民地時代および国家建設初期には限定的なものであった。工
業としては一次産品の低次加工業が見られるのみであった。しかし、資源輸
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出および一次産品ベースの工業への依存の限界は明らかであった。1970年代
から、自由貿易区（FreeTradeZone）などの建設によって外国企業を誘致
し、非資源ベースの工業製品輸出を振興する政策がとられた（いわゆる輸出
指向型工業化政策）。現在、ペナン島のバヤンルパス自由貿易区には、電機
・電子産業が集中し、一大工業地帯になっている。工業化は、ペナン島から
対岸のペナン州全域へ、また憐接するケダ州へと波及しつつある（新井、
1996）。さらに、内陸の首都クアラルンプールとマラッカやクラン港を結ぶ
いわゆるクランバレーには広範囲に工業地域が形成されるようになってい
る。さらに、シンガポールに隣接する南部ジョホールでも工業化の展開が
見られる。工業化過程で中心的役割を担ったのはマレーシア工業開発庁
（MalaysianIndustrialDevelopmentAuthority＝MIDA）であった。半島部
マレーシアにおいては、マレーシア政府や研究者がしばしば用いる「成長拠
点（GrowthCenter）」の工業化は成功したと考えられているし、そこからの
拡散も一定の成果を挙げつつあると考えてよい。より広域的観点から、ペナ
ンを中心としてタイ南部とスマトラ北部を含む地域、およびシンガポール・
ジョホール州（マレーシア）・リアウ州（インドネシア）を含む地域は、国
境を越えた産業集積地域として認知されているHJ。本稿の主題との関連で
言えば、ペナン島の工業化は「労働使用的特性」を有していたので、途上国
特有の余剰労働力解消に有効であった、ということになる（この地域に余剰
労働力が存在して否かは明確ではない）。
サバ、サラワク両州は、ブルネイ、フィリピン南部、かリマンタン（イン
ドネシア）を含む広域開発地域（正式には、ブルネイ、インドネシア、マレー
シア、フィリピンを含む東ASEAN成長地域、BIMP＝EAGA）に位置づけ
られているが、上記二地域に比べ、発展度は低い。
現在、マレーシアには工業化を支える中位技術が根付きつつあるが、先進
諸国の技術水準には及ばない。また、技術開発能力もほとんどない。この課
題の克服にはなお時間を要すると考えられている。さらに輸出産業を下支え
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する「裾野産業（サポーティングインダストリー）」の脆弱性もしばしば指
摘される。裾野産業育成は工業開発の問題ではあるが、地域開発問題との関
連でも議論されてよいと思われる。
とは言え、全体としてみれば、半島部マレーシアの工業化および経済発展
は発展途上国の中では大きな成功とみなされている。ただ、マレーシアに進
出した外国企業は、すでに投資環境のよい旧海峡植民地周辺に立地をほほ
「済ませてしまった」、よって集積と規模の経済効果を得ようとする内外の
企業にとってボルネオ島は魅力的ではない、と考えることもできる。しかし、
必ずしも大規模集積を必要としない産業にとってはその限りではない。また、
地理的な見地からも、ボルネオ島北部は決して劣悪だとは言えない。例えば、
シンガポール、タイ東部臨海工業地域へのアクセス距離は短い。現在、東マ
レーシアに進出している製造業の企業があることも指摘しておこう。
（3）東マレーシアの所得水準と開発状況
1995年時点での貧困発生は半島部マレーシア農村が14．1パーセント、同都
市部が4．1パーセント、サバ州農村部33．0パーセント、サバ州都市部8．5パー
セント、サラワク州農村部20．1パーセント、サラワク州都市部2．1パーセント
である（Mohd．Yaakub．1992．pp．245－246）。東マレーシア農村部の貧困は相
当に深刻である。ただ、サラワク州都市部での貧困発生率は小さい。その理
由は、（1）都市人口そのものが小さい、（2）都市の貧困は、農相地域の貧困
が前提にあって、そこからの流入者が生活改善をできない状態、あるいは一
層生活を悪化させる状態である。しかし、ハリス＝トグロ型の都市貧困発生
メカニズムを認めれば、農民が「都市は発展している」との認識をもってい
る、こともその前提にある。サラワクの都市貧困がそれほど深刻でないこと
は、「都市自体が発展していない」（と農村部の住民が考えていること）こと
の証左でもある。
一・人あたりGDP（1995年）は、マレーシア全国の数値5815リンギット
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（1978年価格実質）に対し、サラワク州が4656リンギット（同）、サバ州が3556
リンギット（同）である。マレーシア全州および連邦直轄領の中で、前者は
中間グループの下位、後者は下位グループである。ただ、アジア経済危機ま
では、1990年代を通して経済成長実績は良好であったことも指摘しておこう
（表1および表2）。
表1東マレーシアの経済成長（1978年価格）
単位：1∞万リンギノト
年 ユ978 1991　 1992　 1993　 1994　 1995　 1g鵬　 1997　 1998
サ ラ ワク瑚　 GD P 3028
（1980年）
隷331
7035　　 7294　　 7582　　 8426　　 9勤　 1恥　 11194　 10267
練 済成ぷ 率ニ　％
サ バ州　 GDP
3．68　　 395　 1113　 1375　 11．15　　 5．07　 －8．28
6鍋　　 7441　 7707　　 7940　　 8212　　 鉢42　　 9196　　 8371
寵 l汽成 長率　 ％ 9．29　　 357　　 3．03　　 342　　 7．68　　 4．（氾　 一8．97
出所：DOS．Malaysla．ぬrawak，ye∬知友dS輸血血S各年版より。
DOS．Malaysia．艶bab．挽ar加太がS輸出如S各年版より。
柱：数倍は1978年価格実質値、すなわち1978年を基準年としたGDPデフレーターで名目値を除したもの。
また、GDPは、購入者価格で測ったもの（民間と政府の生産翁合計＋輸入関税一帰属銀行サービス）。
表2　東マレーシアの部門成長率
単位：1（》万リンギット
年 1991 1992　 1993　 1994　 1995　 1996　 1997　 1998
サ ラ ワ ク州 工 薬 餌 門 生 産 額 1071 11（p　 l274　 1492　 1846　 2267　 2470　　 2343
工 柴 部 門 成 長 率　 ％ 2．71 1582　 ユ7ユ0　 2375　 22．80　　 894　 －5．14
段 楽 部 門 生 産 額 513　　 説）8　　 510　　 553　　 561　 621　 679　　 616
農 葉 部 門 成 長 率　 ％ 0．97　　 039　　 849　 1．46　 10．65　　 9．26　 －9．30
農 工 服 比 率 〔王 者 ノ虎 劃 2（貯　　 え17　　 250　　 27ひ　　 鼠29　　 365　　 364　　 エ占1
サ バ 州 工 費 部 門 生 産 額 664　　 769　 10娼　 1132　 1152　 1322　 1359　 1143
工 業 部 門 成 長 率　 ％ 15．78　 36．30　　 8．〔泊　 177　 1473　　 2．86　 一 ユ5．88
農 業 部 門 生 産 旗 1762　 1954　 2071　 2164　 2376　 2647　　 2949　　 2705
農 業 部 門 成 長 率　 ％ 10．89　　 6．（幻　　 4．51　 9．79　 1ユ38　 11．41　 － 827
屋 上 周 此 車 （ヱ 應 ‘ lH の αこけ　　 α39　　 仇5J　 仇52　　 α4β　　 瓜盈）　 a46　　 84g
出所：DOS．Malaysia．S訂aWak，ye訂短艇of5ね由血も各年版より。
DOS，Malaysla．勤bah抽∬知友of馳I血bCS．各年版より。
注：農薬御門は農業・畜産寒の合計（林葉と水産業は含まれない）とした。1978年基浬英質胤，
ー126－
I　産業の雇用と所得創出に対する貢献
（1）農林水産業
東マレーシアの工業化戦略がいかなるものであるにせよ、半島部マレーシ
アに主要産業が集中している現状を跨まえると、現在の比較優位部門とも言
える農林水産業での雇用吸収と所得創出の可能性と課題についても若干触れ
ておく必要があろう。
表3および表4に示したとおり、域内総生産に占める農林水産業生産の比
率は、サバ州で24．76パーセント（農薬が21．16、水産業が3．60）、サラワク
州で12．56パーセントである。これに対して、全就業者に占める農林水産業
の比率は、サバ州で33．06パーセント（農業が28．50、水産業が4．56）、サラ
ワク州で34．40パーセントである。産業全体から見て、農林水産業は多くの
雇用機会を提供している、または雇用の受け皿となっている。この部門では
労働市場への参入がきわめて容易である、と考えられる。しかし、総生産に
占める割合はそれほど高くない。この禿雅を数値で示したものが雇用一生産
ギャップ（表3の右から2列目）である。サバ州の農林水産業は、全就業者
の33．06パーセントで、総生産の24．76パーセントだから、その乗難は、約8．3
である。サラワク州の数値は約21．8でさらに大きい。このよう場合、総じて
賃金は低くなる。
さらに指摘すべきは、自給用穀物生産が極度に少ないことである。表5に
示したとおり、全農地のうちサバ州で86パーセント、サラワク州で74パーセ
ントの土地が、ゴム、パームオイル、ココア、ココナッツの4種の作物に利
用されている。ゴム、パームオイル部門では公的部門が、ココアの場合は民
間部門が生産を主導し、両州の貴重な輸出商品となっているが、農業家計の
生計に対する貢献度ははっきりとはしない。また、このようなエステート部
門は、周辺部に存続する伝統社会と斎離していることも指摘されている。伝
統社会にとって、換金作物は現金収入にはなるが、自給利用はできない。伝
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表5　東マレーシアにおける作物別土地利用
作物
サ ラワ ク サバ
面較 （ha） 仝耕作 地 に対す る比 率　 ％ 面積 （ha） 全耕作地 に対する比率　 ％
ゴム 207．965 39 89．976 13
パ ームオ イル 47，997 9 265．268 37
ココア 80，591 15 205．260 28
ココナ ソツ 59252 11 59．056 8
以 上合計 395j氾5 74 619．560 86
出所：Mohd．YaakubHj．Johari（ed．），1992．ReglODaJDeYekpmenlLn几地ysJa：bsuesandChauet拶S．
KonradAdenauerFoundatlOnandhstltuteOfDevelopmentStudleS（Sabah）．：
統社会と近代農業の円滑な並布の道は未だ見えない。ただ、このような商品
作物をベースとした工業化が城内で発展し始めていることも指摘しておこう。
サバ州の工業化戦略の中には、アグロインダストリー振興も含まれている。
上記の作物に加え、現在では「茶」も栽培されている。ボルネオ二州は、伝
統社会と近代化、森林保全と農地化の相克の中で、農林水産業とアグロイン
ダストリーをいかに発展させるか、今後を注視したい。
（2）鉱業部門
鉱業部門は、サバ州においても、サラワク州においても、雇用一生産
ギャップが農業とは逆の方向に著しく大きい部門である。サバ州の場合、全
就業者に占める鉱業部門就業は0．33パーセントで、城内総生産に占める鉱業
生産額は18．03パーセントとなっている。雇用一生産ギャップは－17．7とな
る。サラワク州では、就業者が0．30パーセントで、生産額は27．43パーセント、
ギャップは27．1となった。このように見ると、東マレーシア二州において鉱
業部門は生産に対する貢献は大きいが、雇用に関してはほとんど貢献がない
ことがわかる。
1990年代の10年間、サバ州の鉱業部門は就業者、付加価値額（生産額）と
もそれほど変化していない。租生産額は拡大しているが投入コストも拡大し
－130－
ているからである。同州にはマレーシア唯一の銅鉱山（マムート鉱山）があ
る。この鉱山は、日本の開発によるものあり、銅鉱はすべて日本に輸出され
ていたが、すでに枯渇の状況にある（新たな資源開発を行っている）。一方、
サラワク州では大規模な石油、天然ガス生産が行われている。東マレーシア
での石油、天然ガスは、主としてマレーシア国営石油会社（Petroliam
NasiorlalBerhad＝PETRONAS）とシェ）L，（SabahShellおよびSarawak
Shell）によって開発されている。鉱業部門の雇用創出に対する貢献は大きく
ないと述べたが、石油開発のローヤリティーが州政府に還元されることも付
け加えておく。この部門は雇用を通しての直接的な家計所得を創出するので
はなく、全体としての州民所得に貢献している、と考えられる。
以上のように、東マレーシアにおいて、農林水産業は生産額に比べ就業機
会の提供が多い、鉱業は生産額に比べ就業機会の提供が著しく少ない、こと
がわかった。
（3）製造業部門
サバ州では、製造業生産額は域内総生産の10．64パーセントである。また、
製造業就業者教は、仝就業者の12．11パーセントだから、雇用一生産ギャッ
プは約1．5と小さい。サラワク州では、それぞれ21．99パーセントと12．60
パーセントで雇用一生産ギャップは－9．4である。また、製造業の労働生産
性（労働者一人当たり生産額）は、サバ州が15000リンギ、サラワク州が23000
リンギだから、サラワク州の方が製造業全体の労働生産性は格段に（1．53倍）
高い。逆に、サバ州の製造業の方が雇用機会を多く提供していると考えられ
る（後述）。現状では、東マレーシアの製造業雇用は就業者全体の12パーセン
ト程度（サバ州が約12－13万人、サラワク州が約10万人）であるが、就業者
の差以上に、工業生産額には大きな差がある。
製造業の中で、最も雇用を吸収しているのは、サバ州、サラワク州とも木
工・木材製品産業である。しかも、1990年代を通じてこの部門の雇用は増加
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衷6　東マレーシアの製造業分野別雇用
サ バ 州 （1997年 ） 構 成比　 ％ サ ラ ワ ク 州 （1997年 ） 構 成 比　 ％
合 計
食 品 加 工 某
83．244
9．514
1∝）．0
11．4　 ネオ
73．884
6，610
100．0
8．9　 キホ
飲 料 製 造 某 249 0．3 553 0．7
衣 料 ・繊 維 業 1．677 20 1，254 1．7
木 工 ・木材 製 品 53．510 64．3　 さキさ 38．610 52．3　 ホホホ
家 具 製 造 2．629 32　 か 2．196 30　 ホ
製 紙 ・紙 製 品 2，122 2．5 689 09
印 刷 ・出版 物 1，797 2．2 2．249 3．0　 8
産 業 用 化学 561 0．7 1．396 19
化 学 製 品 ・石 油 精 製 465 06 766 1．0
石 油 ・石 炭 由 来 製 品 ユ39 02 136 0．2
ゴ ム 製 品 784 0．9 264 0．4
プ ラ ス チ ッ ク製 品 745 0．9 959 1．3
陶 磁 製 品 386 0．5 489 0．7
非 金 属 鉱 物 製 品 2．477 3．0　 ヰ 4．758 6．4　 4ホ
鉄 銅 製 品 554 0．7 852 12
金 属 加 工 製 品 2．475 3．0　 ホ 3．822 52　 88
機 械 ・電 機 類 1329 1．6 5．3ユ8 72　 8か
運 輸 機 器 1．498 18 2．393 3．2 ’l
そ の 他 333 04 570 0，8
出所：DOS．Malaysla，Sarawak．1999，YeaTbookofStatrs臼CS．pp．75r78より。
DOS．Malaysia．Sabah，2004，YeaTbookofStat］StICS，pp．70－73より。
注：構成比3％以上ホ、5％以上H、榛度に大きい産薬か接
傾向にあった（表6の＊＊＊）。さらに家具製造（同＊）もあわせると、さ
らに多くの雇用を吸収していた。両州で木材関連産業に続き雇用の受け皿と
なっているのは食品加工業（同＊＊）である。ここまでは、両州に共通する
特徴である。サバ州とサラワク州で大きく異なるのは、サラワク州において
金属加工、機械・電機、運輸機器関連産業が比較的多く雇用を吸収している
ことである。特に、機械・電機類（同＊＊）は食品加工業と比べても雇用に
－132－
対する貢献は遜色がない。90年代から進めてきたハイテク産業計画が成果を
現わしてきた、と見ることができる。
全体として、サバ州では依然として一次産品ベースの「加工型」産業が卓
越しているが、サラワク州では「製造型」産業の萌芽が見られる。しかも、
雇用機会の提供も少なくはない。
（4）工業と農業の雇用吸収力
アジア経済危機までの期間、信頼できるデータを使って、農業と工業の生
産額、生産額の成長率、雇用数、雇用の成長率、雇用吸収の工業生産弾力性、
および農業生産弾力性（生産が1パーセント増えたときの、その部門の雇用
変化を計算したもの）を計算した結果が、衷7および表8である。まず、サ
ラワク州の工業部門生産の成長率は著しく高く、10パーセントをはるかに超
える年もある。これに伴って工業部門雇用も拡大している。これに対し、農
業部門（農・林・水産・畜産業）生産は、93年まで微減、94年から微減だが、
雇用は減少傾向にある。雇用面に関していえば、1997年までは、緩やかなが
ら農業から工業への転換が進んでいたと見ることができる。しかし、1998年
には工業雇用が減少し、農業雇用は再度増加に転じた。工業も農業も生産額
の成長率（減少率）に対する雇用の反応は全体として見れば、ごくわずかで
ある（衷7および衷8の太字イタリック体が弾力性）。以下で述べるサバ州
と比較すると明確にわかる（工業の92年と農業の95年を除く）。
サバ州の工業化はサラワク州に比べ、生産額で見るとはるかに遅れている
（1998年現在、約半分）。また、上述の通り、食品加工や木材関連の、一般
にそれほど技術を必要としない産業が卓越する。しかし、生産額の成長は見
られる。また、工業部門雇用成長（減少）率は生産額成長（減少）率以上の
数値を示す（両部門のすべての観察年で弾力性が1より大きい）。つまり、生
産額成長に対して、それ以上の雇用成長率を示す。このような「労働吸収型
の工業化」は、労働豊富な後発地域の工業化としては好ましいこと、とされ
一133－
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る（なおかつ、同じ財を生産する他地域よりも生産性が高ければ当地の産業
が成立する）。全体として、農業雇用の生産に対する弾力性もサラワク州よ
り大きい。表5に示したように、サバ州では主としてエステートによる商品
作物作付け面積が全体の86パーセントで、サラワク州の74パーセントよりも
大きい。農業全体としてサバ州では近代的雇用関係が相対的に支配的である
と考えてもよい。この場合、雇用調整は生産に敏感に反応するからであ
るく引。
結語
以上のように、東マレーシア二川は工業化による経済発展が著しいマレー
シアの中で、特異な地位にある。
サバ州では、エステート型農業によって比較的労働効率（労働生産性）の
よい生産活動が営まれている。また、工業は雇用を吸収するタイプの「一次
産品加工型」が卓越している（製造業全体の労働生産性はサラワク州に劣る）。
一方、サラワク州の農業は労働の効率が悪い（農業部門の場合、雇用吸収力
がある、というよりも、余剰労働を抱えている、と言った方が正確かも知れ
ない）。工業部門では、相対的に生産性の高い「機械製造型」製造業が出現
している。これにより、工業部門の雇用数は両州同じくらいであるが、生産
額はサラワク州の方が大きくなる。必然的に、工業全体の労働生産性も高い
（雇用吸収の観点からは物足りない）。21世紀に入ってからの今日までの東
マレーシアの経済発展の諸相については、改めて分析を行うことにしたい。
地球全体として環境保護がますます重要になっている。ボルネオ島の熱帯
雨林も保護する必要がある。森林に依存した木材関連産業は、有効な森林再
生手段を持たない限り、掛斉発展にそれほど貢献できなくなる。また、森林
をゴムやカカオ、パームオイルのような商品作物ために、必要以上に犠牲に
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すべきではない。
一方、非資源ベースの主要製造業は半島部マレーシアのペナンやクアラル
ンプール周辺に立地を「済ませて」しまった、と見られる。匡l際企業の次な
る立地はベトナムや中国、または一層賃金の低い国になってきている。この
ような状況の中で、マレーシア、そしてアジア中進国は以前にも増して有効
な「地域開発」戦略を練る必要性に迫られている。
注
（1）本稲は、亜細亜大学アジア研究所プロジェクト「東南アジア諸国の地域開発（也）、
代表者：野澤勝美教授」の研究成果の一郎である。同教授をはじめとする関係各位に
謝恵を表したい。また、匿名査読者から有益なご指摘をいただいた。本職に誤謬があ
れば、筆者にすべての葺任があることは言うまでもない。
（2）WorldBank（2002）によると、世界には産業集積を有する国とそうでない国がある。
その理由はいくつかあるが、後者は何らかの対策をたてないと、ますます前者と格差
が広がり、最終的には両極端の2つの国家群（cornersolutlOn）ができてしまう。
（3）詳しくは、朽木（2007）を参照のこと。朽木の分析はアジア諸国において、現実的妥
当性を持つと思われる。
（4）大規模な産業クラスターを有する地域に、食粗や消費財を供給する生産活助も必要だ
からである。日本の場合、北海道がこれに近い性格を持つ地域であろう。
（5）しかし、インドシナをフランスが植民地化すると、イギリスは南シナ海の対岸にあた
るボルネオを重視し姑めたとの指摘もある（Tarling．1993）。
（6）一一般に、英国により植民地化されたのは、ペナン1786年、マラッカ1795年、1825年、
シンガポール1819年、と理解される（Tarling，1993）。
（7）マレーシア北部、タイ南部、スマトラ北部を含む地域は「北方の三角地菅」、シンガ
ポール・ジョホール州（マレーシア）・リアウ州（インドネシア）を含む地域は、「ジョ
ホール＝シンガポーJレ＝リアウ成長地域」と呼ばれ、1990年代にアジア開発銀行から、
国境を挟んだ成長地域（可能性）地域とされた　くMyoThant．MinTangand
Kakazu．H．（ed．）．1994）。
（8）雇用の拡大と労働生産性向上は、定義し両立しない。そこで地域開発において「望ま
しい」雇用糎会創出のあり方は、「労働生産性において競合他地域に劣らない水華を達
成し、産業を成立させた上で、雇用を増やすこと」である。
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